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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 5月 18日 (2006.5.18)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 （ Ｉ ） （ ａ ） １ 種 又 は そ れ 以 上 の エ チ レ ン 系 不 飽 和 カ ル ボ キ シ ル 含 有 モ ノ マ ー 、
　 　 　 （ ｂ ） １ 種 又 は そ れ 以 上 の 架 橋 剤 、
　 　 　 （ ｃ ） カ ル ボ キ シ ル 含 有 モ ノ マ ー と 共 重 合 で き る １ 種 又 は そ れ 以 上 の 任 意 的 な コ モ
ノ マ ー 、
　 　 　 （ ｄ ） 重 合 媒 体 及 び
　 　 　 （ ｅ ） 塩 素 － 又 は 臭 素 － 含 有 酸 化 剤
を 含 む 重 合 混 合 物 を 重 合 さ せ て 、 架 橋 し た ヒ ド ロ ゲ ル を 形 成 せ し め ；
　 （ Ｉ Ｉ ） 前 記 ヒ ド ロ ゲ ル を 粒 子 に 微 粉 砕 し ； そ し て
　 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 前 記 ヒ ド ロ ゲ ル を １ ０ ５ ℃ よ り 高 い 温 度 で 乾 燥 さ せ る
工 程 を 含 ん で な り 、
　 微 粉 砕 工 程 （ Ｉ Ｉ ） 前 、 微 粉 砕 工 程 （ Ｉ Ｉ ） 中 又 は 微 粉 砕 工 程 （ Ｉ Ｉ ） 後 で あ っ て 、 工
程 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） に お け る ヒ ド ロ ゲ ル の 実 質 的 な 乾 燥 の 前 に 、 Ｆ ｅ （ Ｉ Ｉ ） イ オ ン 若 し く は Ｆ
ｅ （ Ｉ Ｉ Ｉ ） イ オ ン 又 は 両 者 の 混 合 物 を ヒ ド ロ ゲ ル に 添 加 す る 吸 水 性 ポ リ マ ー の 製 造 方 法
。
【 請 求 項 ２ 】
　 （ Ｉ ） （ ａ ） １ 種 又 は そ れ 以 上 の エ チ レ ン 系 不 飽 和 カ ル ボ キ シ ル 含 有 モ ノ マ ー 、
　 　 　 （ ｂ ） １ 種 又 は そ れ 以 上 の 架 橋 剤 、
　 　 　 （ ｃ ） カ ル ボ キ シ ル 含 有 モ ノ マ ー と 共 重 合 で き る １ 種 又 は そ れ 以 上 の 任 意 的 な コ モ
ノ マ ー 、
　 　 　 （ ｄ ） 重 合 媒 体 及 び
　 　 　 （ ｅ ） 塩 素 － 又 は 臭 素 － 含 有 酸 化 剤
を 含 む 重 合 混 合 物 を 重 合 さ せ て 、 架 橋 ヒ ド ロ ゲ ル を 形 成 せ し め ；
　 （ Ｉ Ｉ ） 前 記 ヒ ド ロ ゲ ル を 粒 子 に 微 粉 砕 し ； そ し て
　 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 前 記 ヒ ド ロ ゲ ル を １ ０ ５ ℃ よ り 高 い 温 度 で 乾 燥 さ せ る
工 程 を 含 ん で な り 、
　 工 程 （ Ｉ ） の 前 の 重 合 混 合 物 に 、 モ ノ マ ー の 総 重 量 に 基 づ き 、 １ ～ ２ ０ ｐ ｐ ｍ の 量 で Ｆ



ｅ （ Ｉ Ｉ ） イ オ ン 若 し く は Ｆ ｅ （ Ｉ Ｉ Ｉ ） イ オ ン 又 は 両 者 の 混 合 物 を 添 加 す る 吸 水 性 ポ リ
マ ー の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 （ Ｉ ） （ ａ ） １ 種 又 は そ れ 以 上 の エ チ レ ン 系 不 飽 和 カ ル ボ キ シ ル 含 有 モ ノ マ ー 、
　 　 　 （ ｂ ） １ 種 又 は そ れ 以 上 の 架 橋 剤 、
　 　 　 （ ｃ ） カ ル ボ キ シ ル 含 有 モ ノ マ ー と 共 重 合 で き る １ 種 又 は そ れ 以 上 の 任 意 的 な コ モ
ノ マ ー 、
　 　 　 （ ｄ ） 重 合 媒 体 及 び
　 　 　 （ ｅ ） 塩 素 － 又 は 臭 素 － 含 有 酸 化 剤
を 含 む 重 合 混 合 物 を 重 合 さ せ て 、 架 橋 ヒ ド ロ ゲ ル を 形 成 せ し め ；
　 （ Ｉ Ｉ ） 前 記 ヒ ド ロ ゲ ル を 粒 子 に 微 粉 砕 し ； そ し て
　 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 前 記 ヒ ド ロ ゲ ル を １ ０ ５ ℃ よ り 高 い 温 度 で 乾 燥 さ せ る
工 程 を 含 ん で な り 、
　 工 程 （ Ｉ ） の 前 の 重 合 混 合 物 に Ｆ ｅ （ Ｉ Ｉ Ｉ ） イ オ ン 添 加 す る 吸 水 性 ポ リ マ ー の 製 造 方
法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 （ Ｉ ） （ ａ ） １ 種 又 は そ れ 以 上 の エ チ レ ン 系 不 飽 和 カ ル ボ キ シ ル 含 有 モ ノ マ ー 、
　 　 　 （ ｂ ） １ 種 又 は そ れ 以 上 の 架 橋 剤 、
　 　 　 （ ｃ ） カ ル ボ キ シ ル 含 有 モ ノ マ ー と 共 重 合 で き る １ 種 又 は そ れ 以 上 の 任 意 的 な コ モ
ノ マ ー 及 び
　 　 　 （ ｄ ） 重 合 媒 体
を 含 む 重 合 混 合 物 を 重 合 さ せ て 、 架 橋 ヒ ド ロ ゲ ル を 形 成 せ し め ；
　 （ Ｉ Ｉ ） 前 記 ヒ ド ロ ゲ ル を 粒 子 に 微 粉 砕 し ；  
　 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 微 粉 砕 工 程 （ Ｉ Ｉ ） 前 、 微 粉 砕 工 程 （ Ｉ Ｉ ） 中 又 は 微 粉 砕 工 程 （ Ｉ Ｉ ） 後 に
前 記 ヒ ド ロ ゲ ル に 塩 素 － 又 は 臭 素 － 含 有 酸 化 剤 を 適 用 し ； そ し て
　 （ Ｉ Ｖ ） 前 記 ヒ ド ロ ゲ ル を １ ０ ５ ℃ よ り 高 い 温 度 で 乾 燥 さ せ る
工 程 を 含 ん で な り 、
　 Ｆ ｅ （ Ｉ Ｉ ） イ オ ン 若 し く は Ｆ ｅ （ Ｉ Ｉ Ｉ ） イ オ ン 又 は 両 者 の 混 合 物 を ：
（ ｉ ） 微 粉 砕 工 程 （ Ｉ Ｉ ） 前 又 は
（ ｉ ｉ ） 微 粉 砕 工 程 （ Ｉ Ｉ ） 後 で あ っ て 、 工 程 （ Ｉ Ｖ ） の ヒ ド ロ ゲ ル の 実 質 的 乾 燥 前
の 工 程 の 少 な く と も １ つ の 工 程 に お い て 添 加 す る 吸 水 性 ポ リ マ ー の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 （ Ｉ ） （ ａ ） １ 種 又 は そ れ 以 上 の エ チ レ ン 系 不 飽 和 カ ル ボ キ シ ル 含 有 モ ノ マ ー 、
　 　 　 （ ｂ ） １ 種 又 は そ れ 以 上 の 架 橋 剤 、
　 　 　 （ ｃ ） カ ル ボ キ シ ル 含 有 モ ノ マ ー と 共 重 合 で き る １ 種 又 は そ れ 以 上 の 任 意 的 な コ モ
ノ マ ー 及 び
　 　 　 （ ｄ ） 重 合 媒 体 、
を 含 む 重 合 混 合 物 を 重 合 さ せ て 、 架 橋 ヒ ド ロ ゲ ル を 形 成 せ し め ；
　 （ Ｉ Ｉ ） 前 記 ヒ ド ロ ゲ ル を 粒 子 に 微 粉 砕 し ；  
　 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 微 粉 砕 工 程 （ Ｉ Ｉ ） 前 、 微 粉 砕 工 程 （ Ｉ Ｉ ） 中 又 は 微 粉 砕 工 程 （ Ｉ Ｉ ） 後 に
前 記 ヒ ド ロ ゲ ル に 塩 素 － 又 は 臭 素 － 含 有 酸 化 剤 を 適 用 し ； そ し て
　 （ Ｉ Ｖ ） 前 記 ヒ ド ロ ゲ ル を １ ０ ５ ℃ よ り 高 い 温 度 で 乾 燥 さ せ る
工 程 を 含 ん で な り 、
　 Ｆ ｅ （ Ｉ Ｉ ） イ オ ン 若 し く は Ｆ ｅ （ Ｉ Ｉ Ｉ ） イ オ ン 又 は 両 者 の 混 合 物 を 工 程 （ Ｉ ） 前 又
は 工 程 （ Ｉ ） 中 の 重 合 混 合 物 に 、 モ ノ マ ー の 総 重 量 に 基 づ き 、 １ ～ ２ ０ ｐ ｐ ｍ の 量 で 添 加
す る 吸 水 性 ポ リ マ ー の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 （ Ｉ ） （ ａ ） １ 種 又 は そ れ 以 上 の エ チ レ ン 系 不 飽 和 カ ル ボ キ シ ル 含 有 モ ノ マ ー 、
　 　 　 （ ｂ ） １ 種 又 は そ れ 以 上 の 架 橋 剤 、
　 　 　 （ ｃ ） カ ル ボ キ シ ル 含 有 モ ノ マ ー と 共 重 合 で き る １ 種 又 は そ れ 以 上 の 任 意 的 な コ モ
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ノ マ ー 及 び
　 　 　 （ ｄ ） 重 合 媒 体
を 含 む 重 合 混 合 物 を 重 合 さ せ て 、 架 橋 ヒ ド ロ ゲ ル を 形 成 せ し め ；
　 （ Ｉ Ｉ ） 前 記 ヒ ド ロ ゲ ル を 粒 子 に 微 粉 砕 し ；
　 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 微 粉 砕 工 程 （ Ｉ Ｉ ） 前 、 微 粉 砕 工 程 （ Ｉ Ｉ ） 中 又 は 微 粉 砕 工 程 （ Ｉ Ｉ ） 後 に
前 記 ヒ ド ロ ゲ ル に 塩 素 － 又 は 臭 素 － 含 有 酸 化 剤 を 適 用 し ； そ し て
　 （ Ｉ Ｖ ） 前 記 ヒ ド ロ ゲ ル を １ ０ ５ ℃ よ り 高 い 温 度 で 乾 燥 さ せ る
工 程 を 含 ん で な り 、
　 Ｆ ｅ （ Ｉ Ｉ Ｉ ） イ オ ン を 工 程 （ Ｉ ） 前 の 重 合 混 合 物 に 添 加 す る 吸 水 性 ポ リ マ ー の 製 造 方
法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 （ Ｉ Ｖ ） 工 程 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 後 の 乾 燥 ヒ ド ロ ゲ ル を 磨 砕 し 、 篩 い 分 け し 、 そ し て 熱 処 理 す る
こ と を 更 に 含 む に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 Ｆ ｅ （ Ｉ Ｉ ） イ オ ン 若 し く は Ｆ ｅ （ Ｉ Ｉ Ｉ ） イ オ ン 又 は 両 者 の 混 合 物 を 、 モ ノ マ ー
の 総 重 量 に 基 づ き 、 １ ～ ２ ０ ｐ ｐ ｍ の 総 量 で 添 加 す る に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 Ｆ ｅ （ Ｉ Ｉ Ｉ ） イ オ ン を 、 モ ノ マ ー の 総 重 量 に 基 づ き 、 １ ～ ２ ０ ｐ ｐ ｍ の 量 で 添 加 す る

に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 Ｆ ｅ （ Ｉ Ｉ ） イ オ ン が 酢 酸 鉄 （ Ｉ Ｉ ） 、 塩 化 鉄 （ Ｉ Ｉ ） 、 硫 酸 鉄 （ Ｉ Ｉ ） 、 酢 酸 鉄
（ Ｉ Ｉ ） 、 臭 化 鉄 （ Ｉ Ｉ ） 、 ク エ ン 酸 鉄 （ Ｉ Ｉ ） 、 乳 酸 鉄 （ Ｉ Ｉ ） 若 し く は 硝 酸 鉄 （ Ｉ Ｉ
） 又 は そ れ ら の 混 合 物 に 由 来 す る に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 表 面 架 橋 工 程 （ Ｉ Ｖ ） を 更 に 含 む 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 Ｆ ｅ （ Ｉ Ｉ Ｉ ） イ オ ン が 塩 化 鉄 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 、 硫 酸 鉄 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 、 臭 化 鉄 （ Ｉ Ｉ Ｉ ）
、 ク エ ン 酸 鉄 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 、 乳 酸 鉄 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 、 硝 酸 鉄 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 若 し く は シ ュ ウ 酸 鉄 （ Ｉ
Ｉ Ｉ ） 又 は そ れ ら の 混 合 物 に 由 来 す る に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 塩 素 － 又 は 臭 素 － 含 有 酸 化 剤 が 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム 、 塩 素 酸 カ リ ウ ム 、 臭 素 酸 ナ ト リ
ウ ム 、 臭 素 酸 カ リ ウ ム 、 亜 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム 及 び 亜 塩 素 酸 カ リ ウ ム 又 は そ れ ら の 混 合 物 か
ら な る 群 か ら 選 ば れ る に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 （ Ｉ ） （ ａ ） １ 種 又 は そ れ 以 上 の エ チ レ ン 系 不 飽 和 カ ル ボ キ シ ル 含 有 モ ノ マ ー 、
　 　 　 （ ｂ ） １ 種 又 は そ れ 以 上 の 架 橋 剤 、
　 　 　 （ ｃ ） カ ル ボ キ シ ル 含 有 モ ノ マ ー と 共 重 合 で き る １ 種 又 は そ れ 以 上 の 任 意 的 な コ モ
ノ マ ー 及 び
　 　 　 （ ｇ ） 重 合 媒 体 、
を 含 む 重 合 混 合 物 を 重 合 さ せ て 、 架 橋 ヒ ド ロ ゲ ル を 形 成 せ し め ；
　 （ Ｉ Ｉ ） 前 記 ヒ ド ロ ゲ ル を 粒 子 に 微 粉 砕 し ； そ し て  
　 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 前 記 ヒ ド ロ ゲ ル を １ ０ ５ ℃ よ り 高 い 温 度 で 乾 燥 さ せ る
工 程 を 含 ん で な り 、
　 ポ リ マ ー 生 成 物 中 の 残 留 モ ノ マ ー レ ベ ル を 低 下 さ せ る の に 充 分 な 条 件 下 で 、 工 程 （ Ｉ Ｉ
Ｉ ） に お け る ヒ ド ロ ゲ ル の 実 質 的 乾 燥 前 に 、 （ ａ ） Ｆ ｅ （ Ｉ Ｉ Ｉ ） イ オ ン 及 び （ ｂ ） 少 な
く と も １ 種 の 塩 素 － 又 は 臭 素 － 含 有 酸 化 剤 を 独 立 に 添 加 す る 吸 水 性 ポ リ マ ー の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
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請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項

請 求 項 １ 又 は ４

請 求 項 ３ 又 は ６

請 求 項 １ ， ２ ， ４ 又 は ５

請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項

請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項



【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ０ 】
　 全 て の 例 か ら 、 数 ｐ ｐ ｍ の 鉄 イ オ ン の 存 在 が 、 得 ら れ る 吸 収 性 ポ リ マ ー 中 の 残 留 ア ク リ
ル 酸 モ ノ マ ー の 濃 度 を 減 少 さ せ る こ と が わ か る 。 鉄 イ オ ン を 最 初 の モ ノ マ ー 混 合 物 に 添 加
す る 場 合 に は 、 調 製 工 程 中 の ど の 時 点 で も 鉄 イ オ ン を 適 用 す る こ と が で き 、 例 え ば 、 鉄 塩
は 開 始 剤 溶 液 と 別 個 に 又 は 一 緒 に 添 加 す る こ と が で き る 。 あ る い は 、 鉄 イ オ ン は 、 重 合 後
の 湿 っ た ヒ ド ロ ゲ ル に 添 加 す る こ と も で き る 。
　 以 下 に 本 発 明 の 態 様 を 列 挙 す る 。
　 １ ． （ Ｉ ） （ ａ ） １ 種 又 は そ れ 以 上 の エ チ レ ン 系 不 飽 和 カ ル ボ キ シ ル 含 有 モ ノ マ ー 、
　 　 　 （ ｂ ） １ 種 又 は そ れ 以 上 の 架 橋 剤 、
　 　 　 （ ｃ ） カ ル ボ キ シ ル 含 有 モ ノ マ ー と 共 重 合 で き る １ 種 又 は そ れ 以 上 の 任 意 的 な コ モ
ノ マ ー 、
　 　 　 （ ｄ ） 重 合 媒 体 及 び
　 　 　 （ ｅ ） 塩 素 － 又 は 臭 素 － 含 有 酸 化 剤
を 含 む 重 合 混 合 物 を 重 合 さ せ て 、 架 橋 し た ヒ ド ロ ゲ ル を 形 成 せ し め ；
　 （ Ｉ Ｉ ） 前 記 ヒ ド ロ ゲ ル を 粒 子 に 微 粉 砕 し ； そ し て
　 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 前 記 ヒ ド ロ ゲ ル を １ ０ ５ ℃ よ り 高 い 温 度 で 乾 燥 さ せ る
工 程 を 含 ん で な り 、
　 微 粉 砕 工 程 （ Ｉ Ｉ ） 前 、 微 粉 砕 工 程 （ Ｉ Ｉ ） 中 又 は 微 粉 砕 工 程 （ Ｉ Ｉ ） 後 で あ っ て 、 工
程 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） に お け る ヒ ド ロ ゲ ル の 実 質 的 な 乾 燥 の 前 に 、 Ｆ ｅ （ Ｉ Ｉ ） イ オ ン 若 し く は Ｆ
ｅ （ Ｉ Ｉ Ｉ ） イ オ ン 又 は 両 者 の 混 合 物 を ヒ ド ロ ゲ ル に 添 加 す る 吸 水 性 ポ リ マ ー の 製 造 方 法
。
　 ２ ． （ Ｉ ） （ ａ ） １ 種 又 は そ れ 以 上 の エ チ レ ン 系 不 飽 和 カ ル ボ キ シ ル 含 有 モ ノ マ ー 、
　 　 　 （ ｂ ） １ 種 又 は そ れ 以 上 の 架 橋 剤 、
　 　 　 （ ｃ ） カ ル ボ キ シ ル 含 有 モ ノ マ ー と 共 重 合 で き る １ 種 又 は そ れ 以 上 の 任 意 的 な コ モ
ノ マ ー 、
　 　 　 （ ｄ ） 重 合 媒 体 及 び
　 　 　 （ ｅ ） 塩 素 － 又 は 臭 素 － 含 有 酸 化 剤
を 含 む 重 合 混 合 物 を 重 合 さ せ て 、 架 橋 ヒ ド ロ ゲ ル を 形 成 せ し め ；
　 （ Ｉ Ｉ ） 前 記 ヒ ド ロ ゲ ル を 粒 子 に 微 粉 砕 し ； そ し て
　 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 前 記 ヒ ド ロ ゲ ル を １ ０ ５ ℃ よ り 高 い 温 度 で 乾 燥 さ せ る
工 程 を 含 ん で な り 、
　 工 程 （ Ｉ ） の 前 の 重 合 混 合 物 に 、 モ ノ マ ー の 総 重 量 に 基 づ き 、 １ ～ ２ ０ ｐ ｐ ｍ の 量 で Ｆ
ｅ （ Ｉ Ｉ ） イ オ ン 若 し く は Ｆ ｅ （ Ｉ Ｉ Ｉ ） イ オ ン 又 は 両 者 の 混 合 物 を 添 加 す る 吸 水 性 ポ リ
マ ー の 製 造 方 法 。
　 ３ ． （ Ｉ ） （ ａ ） １ 種 又 は そ れ 以 上 の エ チ レ ン 系 不 飽 和 カ ル ボ キ シ ル 含 有 モ ノ マ ー 、
　 　 　 （ ｂ ） １ 種 又 は そ れ 以 上 の 架 橋 剤 、
　 　 　 （ ｃ ） カ ル ボ キ シ ル 含 有 モ ノ マ ー と 共 重 合 で き る １ 種 又 は そ れ 以 上 の 任 意 的 な コ モ
ノ マ ー 、
　 　 　 （ ｄ ） 重 合 媒 体 及 び
　 　 　 （ ｅ ） 塩 素 － 又 は 臭 素 － 含 有 酸 化 剤
を 含 む 重 合 混 合 物 を 重 合 さ せ て 、 架 橋 ヒ ド ロ ゲ ル を 形 成 せ し め ；
　 （ Ｉ Ｉ ） 前 記 ヒ ド ロ ゲ ル を 粒 子 に 微 粉 砕 し ； そ し て
　 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 前 記 ヒ ド ロ ゲ ル を １ ０ ５ ℃ よ り 高 い 温 度 で 乾 燥 さ せ る
工 程 を 含 ん で な り 、
　 工 程 （ Ｉ ） の 前 の 重 合 混 合 物 に Ｆ ｅ （ Ｉ Ｉ Ｉ ） イ オ ン 添 加 す る 吸 水 性 ポ リ マ ー の 製 造 方
法 。
　 ４ ． （ Ｉ ） （ ａ ） １ 種 又 は そ れ 以 上 の エ チ レ ン 系 不 飽 和 カ ル ボ キ シ ル 含 有 モ ノ マ ー 、
　 　 　 （ ｂ ） １ 種 又 は そ れ 以 上 の 架 橋 剤 、
　 　 　 （ ｃ ） カ ル ボ キ シ ル 含 有 モ ノ マ ー と 共 重 合 で き る １ 種 又 は そ れ 以 上 の 任 意 的 な コ モ
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ノ マ ー 及 び
　 　 　 （ ｄ ） 重 合 媒 体
を 含 む 重 合 混 合 物 を 重 合 さ せ て 、 架 橋 ヒ ド ロ ゲ ル を 形 成 せ し め ；
　 （ Ｉ Ｉ ） 前 記 ヒ ド ロ ゲ ル を 粒 子 に 微 粉 砕 し ；  
　 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 微 粉 砕 工 程 （ Ｉ Ｉ ） 前 、 微 粉 砕 工 程 （ Ｉ Ｉ ） 中 又 は 微 粉 砕 工 程 （ Ｉ Ｉ ） 後 に
前 記 ヒ ド ロ ゲ ル に 塩 素 － 又 は 臭 素 － 含 有 酸 化 剤 を 適 用 し ； そ し て
　 （ Ｉ Ｖ ） 前 記 ヒ ド ロ ゲ ル を １ ０ ５ ℃ よ り 高 い 温 度 で 乾 燥 さ せ る
工 程 を 含 ん で な り 、
　 Ｆ ｅ （ Ｉ Ｉ ） イ オ ン 若 し く は Ｆ ｅ （ Ｉ Ｉ Ｉ ） イ オ ン 又 は 両 者 の 混 合 物 を ：
（ ｉ ） 微 粉 砕 工 程 （ Ｉ Ｉ ） 前 又 は
（ ｉ ｉ ） 微 粉 砕 工 程 （ Ｉ Ｉ ） 後 で あ っ て 、 工 程 （ Ｉ Ｖ ） の ヒ ド ロ ゲ ル の 実 質 的 乾 燥 前
の 工 程 の 少 な く と も １ つ の 工 程 に お い て 添 加 す る 吸 水 性 ポ リ マ ー の 製 造 方 法 。
　 ５ ． （ Ｉ ） （ ａ ） １ 種 又 は そ れ 以 上 の エ チ レ ン 系 不 飽 和 カ ル ボ キ シ ル 含 有 モ ノ マ ー 、
　 　 　 （ ｂ ） １ 種 又 は そ れ 以 上 の 架 橋 剤 、
　 　 　 （ ｃ ） カ ル ボ キ シ ル 含 有 モ ノ マ ー と 共 重 合 で き る １ 種 又 は そ れ 以 上 の 任 意 的 な コ モ
ノ マ ー 及 び
　 　 　 （ ｄ ） 重 合 媒 体 、
を 含 む 重 合 混 合 物 を 重 合 さ せ て 、 架 橋 ヒ ド ロ ゲ ル を 形 成 せ し め ；
　 （ Ｉ Ｉ ） 前 記 ヒ ド ロ ゲ ル を 粒 子 に 微 粉 砕 し ；  
　 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 微 粉 砕 工 程 （ Ｉ Ｉ ） 前 、 微 粉 砕 工 程 （ Ｉ Ｉ ） 中 又 は 微 粉 砕 工 程 （ Ｉ Ｉ ） 後 に
前 記 ヒ ド ロ ゲ ル に 塩 素 － 又 は 臭 素 － 含 有 酸 化 剤 を 適 用 し ； そ し て
　 （ Ｉ Ｖ ） 前 記 ヒ ド ロ ゲ ル を １ ０ ５ ℃ よ り 高 い 温 度 で 乾 燥 さ せ る
工 程 を 含 ん で な り 、
　 Ｆ ｅ （ Ｉ Ｉ ） イ オ ン 若 し く は Ｆ ｅ （ Ｉ Ｉ Ｉ ） イ オ ン 又 は 両 者 の 混 合 物 を 工 程 （ Ｉ ） 前 又
は 工 程 （ Ｉ ） 中 の 重 合 混 合 物 に 、 モ ノ マ ー の 総 重 量 に 基 づ き 、 １ ～ ２ ０ ｐ ｐ ｍ の 量 で 添 加
す る 吸 水 性 ポ リ マ ー の 製 造 方 法 。
　 ６ ． （ Ｉ ） （ ａ ） １ 種 又 は そ れ 以 上 の エ チ レ ン 系 不 飽 和 カ ル ボ キ シ ル 含 有 モ ノ マ ー 、
　 　 　 （ ｂ ） １ 種 又 は そ れ 以 上 の 架 橋 剤 、
　 　 　 （ ｃ ） カ ル ボ キ シ ル 含 有 モ ノ マ ー と 共 重 合 で き る １ 種 又 は そ れ 以 上 の 任 意 的 な コ モ
ノ マ ー 及 び
　 　 　 （ ｄ ） 重 合 媒 体
を 含 む 重 合 混 合 物 を 重 合 さ せ て 、 架 橋 ヒ ド ロ ゲ ル を 形 成 せ し め ；
　 （ Ｉ Ｉ ） 前 記 ヒ ド ロ ゲ ル を 粒 子 に 微 粉 砕 し ；
　 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 微 粉 砕 工 程 （ Ｉ Ｉ ） 前 、 微 粉 砕 工 程 （ Ｉ Ｉ ） 中 又 は 微 粉 砕 工 程 （ Ｉ Ｉ ） 後 に
前 記 ヒ ド ロ ゲ ル に 塩 素 － 又 は 臭 素 － 含 有 酸 化 剤 を 適 用 し ； そ し て
　 （ Ｉ Ｖ ） 前 記 ヒ ド ロ ゲ ル を １ ０ ５ ℃ よ り 高 い 温 度 で 乾 燥 さ せ る
工 程 を 含 ん で な り 、
　 Ｆ ｅ （ Ｉ Ｉ Ｉ ） イ オ ン を 工 程 （ Ｉ ） 前 の 重 合 混 合 物 に 添 加 す る 吸 水 性 ポ リ マ ー の 製 造 方
法 。
　 ７ ． （ Ｉ Ｖ ） 工 程 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 後 の 乾 燥 ヒ ド ロ ゲ ル を 磨 砕 し 、 篩 い 分 け し 、 そ し て 熱 処 理
す る こ と を 更 に 含 む 態 様 １ に 記 載 の 方 法 。
　 ８ ． （ Ｉ Ｖ ） 工 程 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 後 の 乾 燥 ヒ ド ロ ゲ ル を 磨 砕 し 、 篩 い 分 け し 、 そ し て 熱 処 理
す る こ と を 更 に 含 む 態 様 ２ に 記 載 の 方 法 。
　 ９ ． （ Ｉ Ｖ ） 工 程 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 後 の 乾 燥 ヒ ド ロ ゲ ル を 磨 砕 し 、 篩 い 分 け し 、 そ し て 熱 処 理
す る こ と を 更 に 含 む 態 様 ３ に 記 載 の 方 法 。
　 １ ０ ． （ Ｖ ） 工 程 （ Ｉ Ｖ ） 後 の 乾 燥 ヒ ド ロ ゲ ル を 磨 砕 し 、 篩 い 分 け し 、 そ し て 熱 処 理 す
る こ と を 更 に 含 む 態 様 ４ に 記 載 の 方 法 。
　 １ １ ． （ Ｖ ） 工 程 （ Ｉ Ｖ ） 後 の 乾 燥 ヒ ド ロ ゲ ル を 磨 砕 し 、 篩 い 分 け し 、 そ し て 熱 処 理 す
る こ と を 更 に 含 む 態 様 ５ に 記 載 の 方 法 。
　 １ ２ ． （ Ｖ ） 工 程 （ Ｉ Ｖ ） 後 の 乾 燥 ヒ ド ロ ゲ ル を 磨 砕 し 、 篩 い 分 け し 、 そ し て 熱 処 理 す
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る こ と を 更 に 含 む 態 様 ６ に 記 載 の 方 法 。
　 １ ３ ． 前 記 Ｆ ｅ （ Ｉ Ｉ ） イ オ ン 若 し く は Ｆ ｅ （ Ｉ Ｉ Ｉ ） イ オ ン 又 は 両 者 の 混 合 物 を 、 モ
ノ マ ー の 総 重 量 に 基 づ き 、 １ ～ ２ ０ ｐ ｐ ｍ の 総 量 で 添 加 す る 態 様 １ に 記 載 の 方 法 。
　 １ ４ ． Ｆ ｅ （ Ｉ Ｉ Ｉ ） イ オ ン を 、 モ ノ マ ー の 総 重 量 に 基 づ き 、 １ ～ ２ ０ ｐ ｐ ｍ の 量 で 添
加 す る 態 様 ３ に 記 載 の 方 法 。
　 １ ５ ． 前 記 Ｆ ｅ （ Ｉ Ｉ ） イ オ ン 若 し く は Ｆ ｅ （ Ｉ Ｉ Ｉ ） イ オ ン 又 は 両 者 の 混 合 物 を 、 モ
ノ マ ー の 総 重 量 に 基 づ き 、 １ ～ ２ ０ ｐ ｐ ｍ の 総 量 で 添 加 す る 態 様 ４ に 記 載 の 方 法 。
　 １ ６ ． Ｆ ｅ （ Ｉ Ｉ Ｉ ） イ オ ン を 、 モ ノ マ ー の 総 重 量 に 基 づ き 、 １ ～ ２ ０ ｐ ｐ ｍ の 量 で 添
加 す る 態 様 ６ に 記 載 の 方 法 。
　 １ ７ ． 前 記 Ｆ ｅ （ Ｉ Ｉ ） イ オ ン が 酢 酸 鉄 （ Ｉ Ｉ ） 、 塩 化 鉄 （ Ｉ Ｉ ） 、 硫 酸 鉄 （ Ｉ Ｉ ） 、
酢 酸 鉄 （ Ｉ Ｉ ） 、 臭 化 鉄 （ Ｉ Ｉ ） 、 ク エ ン 酸 鉄 （ Ｉ Ｉ ） 、 乳 酸 鉄 （ Ｉ Ｉ ） 若 し く は 硝 酸 鉄
（ Ｉ Ｉ ） 又 は そ れ ら の 混 合 物 に 由 来 す る 態 様 １ に 記 載 の 方 法 。
　 １ ８ ． 表 面 架 橋 工 程 （ Ｉ Ｖ ） を 更 に 含 む 態 様 １ に 記 載 の 方 法 。
　 １ ９ ． 前 記 Ｆ ｅ （ Ｉ Ｉ Ｉ ） イ オ ン が 塩 化 鉄 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 、 硫 酸 鉄 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 、 臭 化 鉄 （ Ｉ
Ｉ Ｉ ） 、 ク エ ン 酸 鉄 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 、 乳 酸 鉄 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 、 硝 酸 鉄 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 若 し く は シ ュ ウ 酸
鉄 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 又 は そ れ ら の 混 合 物 に 由 来 す る 態 様 １ に 記 載 の 方 法 。
　 ２ ０ ． 工 程 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） か ら の 乾 燥 ヒ ド ロ ゲ ル を 、 熱 処 理 工 程 （ Ｉ Ｖ ） に お い て 、 １ ７ ０
～ ２ ５ ０ ℃ の 温 度 に １ ～ ６ ０ 分 間 加 熱 す る 態 様 ７ に 記 載 の 方 法 。
　 ２ １ ． 前 記 塩 素 － 又 は 臭 素 － 含 有 酸 化 剤 が 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム 、 塩 素 酸 カ リ ウ ム 、 臭 素 酸
ナ ト リ ウ ム 、 臭 素 酸 カ リ ウ ム 、 亜 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム 及 び 亜 塩 素 酸 カ リ ウ ム 又 は そ れ ら の 混
合 物 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 態 様 １ に 記 載 の 方 法 。
　 ２ ２ ． 前 記 塩 素 － 又 は 臭 素 － 含 有 酸 化 剤 が 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム 、 塩 素 酸 カ リ ウ ム 、 臭 素 酸
ナ ト リ ウ ム 、 臭 素 酸 カ リ ウ ム 、 亜 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム 及 び 亜 塩 素 酸 カ リ ウ ム 又 は そ れ ら の 混
合 物 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 態 様 ２ に 記 載 の 方 法 。
　 ２ ３ ． 前 記 塩 素 － 又 は 臭 素 － 含 有 酸 化 剤 が 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム 、 塩 素 酸 カ リ ウ ム 、 臭 素 酸
ナ ト リ ウ ム 、 臭 素 酸 カ リ ウ ム 、 亜 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム 及 び 亜 塩 素 酸 カ リ ウ ム 又 は そ れ ら の 混
合 物 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 態 様 ３ に 記 載 の 方 法 。
　 ２ ４ ． 前 記 塩 素 － 又 は 臭 素 － 含 有 酸 化 剤 が 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム 、 塩 素 酸 カ リ ウ ム 、 臭 素 酸
ナ ト リ ウ ム 、 臭 素 酸 カ リ ウ ム 、 亜 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム 及 び 亜 塩 素 酸 カ リ ウ ム 又 は そ れ ら の 混
合 物 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 態 様 ４ に 記 載 の 方 法 。
　 ２ ５ ． 前 記 塩 素 － 又 は 臭 素 － 含 有 酸 化 剤 が 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム 、 塩 素 酸 カ リ ウ ム 、 臭 素 酸
ナ ト リ ウ ム 、 臭 素 酸 カ リ ウ ム 、 亜 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム 及 び 亜 塩 素 酸 カ リ ウ ム 又 は そ れ ら の 混
合 物 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 態 様 ５ に 記 載 の 方 法 。
　 ２ ６ ． 前 記 塩 素 － 又 は 臭 素 － 含 有 酸 化 剤 が 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム 、 塩 素 酸 カ リ ウ ム 、 臭 素 酸
ナ ト リ ウ ム 、 臭 素 酸 カ リ ウ ム 、 亜 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム 及 び 亜 塩 素 酸 カ リ ウ ム 又 は そ れ ら の 混
合 物 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 態 様 ６ に 記 載 の 方 法 。
　 ２ ７ ． （ Ｉ ） （ ａ ） １ 種 又 は そ れ 以 上 の エ チ レ ン 系 不 飽 和 カ ル ボ キ シ ル 含 有 モ ノ マ ー 、
　 　 　 （ ｂ ） １ 種 又 は そ れ 以 上 の 架 橋 剤 、
　 　 　 （ ｃ ） カ ル ボ キ シ ル 含 有 モ ノ マ ー と 共 重 合 で き る １ 種 又 は そ れ 以 上 の 任 意 的 な コ モ
ノ マ ー 及 び
　 　 　 （ ｇ ） 重 合 媒 体 、
を 含 む 重 合 混 合 物 を 重 合 さ せ て 、 架 橋 ヒ ド ロ ゲ ル を 形 成 せ し め ；
　 （ Ｉ Ｉ ） 前 記 ヒ ド ロ ゲ ル を 粒 子 に 微 粉 砕 し ； そ し て  
　 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） 前 記 ヒ ド ロ ゲ ル を １ ０ ５ ℃ よ り 高 い 温 度 で 乾 燥 さ せ る
工 程 を 含 ん で な り 、
　 ポ リ マ ー 生 成 物 中 の 残 留 モ ノ マ ー レ ベ ル を 低 下 さ せ る の に 充 分 な 条 件 下 で 、 工 程 （ Ｉ Ｉ
Ｉ ） に お け る ヒ ド ロ ゲ ル の 実 質 的 乾 燥 前 に 、 （ ａ ） Ｆ ｅ （ Ｉ Ｉ Ｉ ） イ オ ン 及 び （ ｂ ） 少 な
く と も １ 種 の 塩 素 － 又 は 臭 素 － 含 有 酸 化 剤 を 独 立 に 添 加 す る 吸 水 性 ポ リ マ ー の 製 造 方 法 。
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